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★会合やイベント 
 

催し等のご案内 

 

 ◆  オフィスアワーの開設  

会員の皆さんの声をより会の運営に反映していくべく、本会執行部と自由に意見交換

できる場を用意することにしました。  

以下日程で、Zoom のミーティングルームを用意しましたので、会員の方であればど

なたでもご自由にご参加下さい。  

※Zoom は無料のサービスですが、携帯電話等を使ってアクセスすると通信料がかかっ

てしまう場合があります。十分にご注意下さい。  

 

   日 時：8 月 3 日（月）20:00-22:00 

       8 月 9 日（日）20:00-22:00 

アクセス先：https://us02web.zoom.us/j/9506371546? pwd= 

RGFyQ1FZR1J2K3VyaWxmRXJCU0tSUT09 

 

事前の申し込みは不要ですが、参加される予定の方は事前に事務局宛に連絡いただけ

れば幸いです。  

事務局アドレス： jimu@tenkyo.net 

 

◆ 天文教育フォーラム 

本会と日本天文学会の共催にて開催される「天文教育フォーラム」が 9 月 8 日～10

日の天文学会秋季年会期間中に開催されます。今回のテーマは「オンライン天文教育の

可能性～小学校から大学院まで～」となっており、京都大学の田口真奈先生による基調

講演が予定されております。今回はオンライン開催となり、当フォーラムは 9 月 8 日 16

時～17 時に開催予定となっております。天文教育フォーラムは天文学会会員以外の方で

もご参加頂くことができますが、今回は Zoom でのオンライン開催となるため，事前登

録が必要となります。日本天文学会年会ページ（http://www.asj.or.jp/nenkai/）の中の

「オンライン開催についてのご案内」をお読み頂き、指示に従って参加登録してくださ

い。７月末が締め切りとなっておりますので、参加されるかどうか未定の方も、ご関心

がお有りでしたらとりあえず登録されておくことをお勧めいたします。多くの方のご参

加をお待ちいたしております。  
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◆ 第 22 回ジュニアセッション 

2020 年 3 月に開催予定だった第 22 回ジュニアセッションにつきましてのポスターを

掲示し、コメントの受付を開始しましたので，ご案内差し上げます。  

http://www.asj.or.jp/jsession/2020haru/program.html 

 

今年 3 月に筑波大学で開催予定だった春季年会は、新型コロナウィルス感染拡大の影

響を受けて中止となりました。ジュニアセッション実行委員会では、希望する参加者は

オンライン上でポスター発表を行い、電子的にコメントを受け付けることで、フィード

バックを得られるようにすることを考えました。  

現時点で 37 件のポスターが掲示されております。この後も 10 件程度のポスターが到

着予定で、それらは随時掲載いたします。コメントは 9 月頃まで受け付ける予定です。 

お忙しい折恐縮ですが、ジュニアセッションの意義をご理解の上、ぜひ閲覧、コメント

をいただければ幸いです。  

なお、今回ポスターはフリーフォームとしております。ご不明の点あればジュニアセ

ッション実行委員会 jsession@asj.or.jp までお知らせください。  

 

◆  全国同時七夕講演会  

今年は新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から、例年のような特定の場所に参

加者に来場してもらう形の講演会等を実施することは難しいと予想されるため、今年の

講演会登録フォームではインターネット経由のライブ配信や録画のオンデマンド配信の

みで実施するイベントの登録にも対応しました。インターネットを使ったオンラインミ

ーティングやライブストリーミングなどを活用する等、感染拡大の防止に配慮しつつ、

各地の状況に合わせた形式で開催する講演会等を予定されていましたら、ぜひ全国同時

七夕講演会に参加登録をお願いします。  

 

主 催：日本天文学会、それぞれの開催団体  

共 催：当会  

後 援：日本学術会議  

期 間：7 月 7 日の七夕の日や伝統的七夕の日（2020 年は 8 月 25 日）を中心とした

前後の期間  

  場 所：それぞれの講演会場  

  内 容：講演会や天体観望会、プラネタリウムなどで行なわれる催しなど  

  詳 細：http://www.asj.or.jp/tanabata/2020/ 
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その他のご案内  

 

◆ 2021 年度国内研修支援金（旧内地留学奨学金）の希望者募集 

国内研修支援金は、日本国内の大学や天文台などの研究機関で研究者の指導を受けて

研究活動を行う際の消耗品・旅費等の経費の支援をするものです。日本天文学会会員で

アマチュア天文研究者、学校の教員、科学館・プラネタリウム・公共天文台などの社会

教育施設の職員およびこれらを退職されたシニアの研究者が主な対象です。学生の応募

も可能です。  

過去の支援金（旧  奨学金）の対象となった研究テーマは、  

日本天文学会ホームページ：http://www.asj.or.jp/asj/prize/Naichi.html 

に掲載されています。なお、研究内容にふさわしい機関や指導者がわからない場合は、

早めに国内研修支援金選考委員長にご相談ください。多くの方々の応募をお待ちしてい

ます。  

 

募集要項 

応募資格：日本天文学会会員（2020 年 4 月 1 日時点）  

採  択  数：若干名  

研修期間：2021 年 4 月から 2022 年 3 月までの 12 カ月間のうち希望する期間。受入

研究機関、指導教員（受入研究者）と相談して決定してください。研究終

了後、2 カ月以内に研究報告書の提出をお願いいたします。  

支  給  額：25 万円以下。支給は 2021 年 4 月を予定。  

申  込  み：応募申請書に必要事項を記入し、指導教員の捺印とコメントを得たうえ、 

国立天文台内日本天文学会事務長あて（〒181‒8588 東京都三鷹市大沢 2‒

21‒1）に郵送してください。  

応募締切：2020 年 8 月 31 日（月）必着  

審  査：国内研修支援金選考委員会（内規第５条）で審査のうえ、決定し、10 月中

旬に通知します。  

採択された場合：研修終了後には研修成果報告書を必ず書いて提出してください。  

応募用紙：日本天文学会事務所にあります。申請書の書き方例もありますので、事務

所にご請求ください。学会ホームページ（「各種手続・書式」の「国内研

修」の項、http://www.asj.or.jp/asj/naichi_app.html ）からもダウンロー

ドできます。なお、日本天文学会会員名簿の巻末に国内研修支援金に関す

る内規があります。  

ご相談・問合せ先：国内研修支援金選考委員長 戸田雅之  

E-mail: metrotokyo_masa_toda@yahoo.co.jp 
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